新種目　団体戦の提案

基本的なルールはローカルルールに則る。

Ａ・Ｂブロック各５チームそれぞれのスターティングメンバー(先鋒・中堅・大将)の順に、５人で競技を行う。

団体戦に関するルールは以下の通り

1 サーフィン大会規定に則り大会を遂行する。

2 団体戦は3名1チームと定める。
· 1チーム中1名までプロライセンス保持者、または元プロライセンス取得者の参加を許可する。(ライセンス保持者、元取得者が大将の限りではない)

3 参加メンバー確定後、競技開始までに各チームの代表はスターティグメンバー表を大会運営者に提出する事。

· 提出後ヒート表を作成するので、スターティングメンバーの変更不可

4 団体戦はポイント制とする。

· 1位１０Ｐ　２位７Ｐ　３位５Ｐ　４位３Ｐ　５位１Ｐ　(Ｐはポイント)

5 決勝トーナメントは5チームで争われる。

Ａ・Ｂ各ブロックの中から上位2チームずつが決勝トーナメントに進出。

また、各ブロックの3位チームから得点の高いチームが進出する。

大会特別ルール
大会主催者側でレベルを見極め、各チーム代表10名を推薦し、チーム代表がチームメンバー２名を選出するものとする。
団体戦におけるメリット

· 各チームの先鋒、中堅、大将は競技開始まで発表されないので、見る側としてもパフォーマンス性の高い競技となる。
· チーム内や各チームとの親睦の深まりに繋がる。

· 時間の短縮となる。

· 県内には無い大会なので、今後につなげるための試験的な意味合いも含め、有意義なものとなる。

団体戦におけるデメリット

· 個人のパフォーマンスだけでは勝てない。

※逆に盛り上がりに繋がるメリットでもある。
